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伊
藤
仁
斎
の
孔
子
回
帰
思
想
成
立
の
背
景

呉
廷
翰
の
影
響
を
中
心
と
し
て

金

培

は
じ
め
に

　
一
般
に
古
学
派
を
代
表
す
る
者
と
し
て
は
山
鹿
素
行
、
伊
藤
仁
斎
、
荻
生
租
稼
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
哲
学
思
想
は
内
容
に
お
い
て

大
き
く
異
な
る
が
、
儒
教
の
古
典
に
拠
っ
て
新
た
に
出
発
し
た
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
う
ち
山
鹿
素
行
と
伊
藤
仁
斎
は
こ
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
の
創
始
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
人
は
江
戸
、
一
人
は
京
都
に
あ
り
な
が
ら
、
二
人
は
寛
文
二
年
（
6
6
）
に
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

古
返
孔
の
主
張
を
提
出
し
、
古
学
者
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
た
。

　
素
行
、
仁
斎
は
と
も
に
古
学
を
唱
え
た
が
、
そ
の
求
学
心
の
発
展
の
過
程
も
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
理
由
や
目
的
が
反

朱
子
学
に
あ
る
と
の
み
、
果
た
し
て
言
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ゆ
え
に
古
学
成
立
の
主
観
、
客
観
的
要
因
を
さ
ら
に
進
ん

で
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
枚
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
本
論
文
で
は
中
国
の
儒
学
者
、
呉
廷
翰
が
伊
藤
仁
斎
の
孔
子
回

帰
思
想
成
立
へ
与
え
た
影
響
に
重
点
を
置
く
。

　
本
題
に
入
る
前
に
、
「
孔
子
回
帰
思
想
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
仁
斎
の
古
義
学
の
最
大
の
特
色
は

や
は
り
復
古
に
あ
り
、
「
悉
く
語
録
註
脚
を
廃
し
、
直
ち
に
之
を
語
孟
品
書
に
求
む
」
（
『
周
志
会
筆
記
』
第
2
7
条
）
を
強
調
し
た
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
っ
た
。
こ
う
い
つ
た
原
典
回
帰
の
主
張
は
い
ず
れ
も
仁
斎
の
著
書
に
見
え
る
。
彼
は
特
に
孔
子
を
尊
び
、
『
論
語
』
を
す
べ
て
に
勝
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

最
高
の
規
範
と
し
、
『
孟
子
』
は
『
論
語
』
の
注
釈
で
あ
る
と
し
て
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
の
物
書
を
六
経
よ
り
高
く
位
置
づ
け
た
。
ひ
と

り
朱
子
学
の
み
が
尊
ば
れ
て
い
た
江
戸
時
代
前
期
に
あ
っ
て
、
仁
斎
は
『
論
語
』
『
孟
子
』
の
原
典
へ
帰
っ
て
聖
人
の
意
を
理
解
せ
よ
と
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提
唱
し
た
。
朱
子
こ
そ
が
孔
子
の
代
弁
者
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
儒
者
た
ち
が
朱
子
の
『
四
書
集
註
』
を
聖
人
の
意
を
理
解
す
る
た
め
の

根
拠
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
江
戸
儒
学
界
と
い
う
環
境
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
し
た
と
い
う
こ
と
こ
そ
は
「
孔
子
回
帰
」
の
有

力
な
証
明
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
彼
の
学
説
の
最
大
の
特
色
は
復
古
に
あ
り
、
孔
子
を
す
べ
て
の
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
視

点
か
ら
、
問
題
の
焦
点
を
「
孔
子
へ
の
回
帰
」
と
言
う
こ
と
に
し
酸
り
、
そ
れ
に
中
国
の
儒
学
者
呉
廷
翰
が
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

に
つ
い
て
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。

、

従
来
の
学
説
に
対
す
る
再
検
討

　
仁
斎
は
『
論
語
古
義
』
の
総
論
で
「
愚
、
天
の
霊
に
頼
り
、
千
載
不
正
の
学
を
語
孟
訳
書
に
発
明
す
る
を
得
た
り
。
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
仁
斎
が
自
認
し
て
い
る
「
発
明
」
に
対
し
て
は
、
学
者
た
ち
の
意
見
は
所
説
紛
々
と
し
て
お
り
、
一
致
し
た
見
解
を
得
る
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。

　
江
戸
時
代
の
儒
学
者
は
多
く
は
古
義
学
が
仁
斎
の
創
造
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
。
太
宰
春
台
の
『
聖
学
問
答
』
下
巻
に

は
「
明
野
、
呉
廷
翰
、
難
曲
漫
録
、
甕
記
、
積
畳
等
の
書
を
著
し
、
程
朱
の
道
を
暑
く
る
豪
傑
な
り
。
日
本
の
伊
藤
仁
斎
は
呉
廷
翰
の
書

を
讃
み
て
悟
り
を
開
く
と
聞
く
。
」
と
あ
り
、
尾
藤
二
百
『
正
学
指
掌
』
に
は
「
古
義
学
と
い
ふ
は
、
伊
藤
園
斎
よ
り
起
こ
れ
り
。
…
…

三
囲
意
を
得
ず
し
て
、
却
て
宋
賢
を
諺
り
て
、
気
の
外
に
理
を
立
て
た
り
と
い
ふ
。
そ
の
疎
謬
甚
し
か
ら
ず
や
、
か
か
る
説
は
、
み
な
明

人
よ
り
興
れ
る
と
な
り
。
彼
が
説
は
呉
蘇
原
に
よ
れ
り
と
聞
く
。
今
、
吉
斎
漫
録
等
の
書
を
看
る
に
、
左
も
あ
る
べ
し
。
」
と
あ
り
、
那

波
魯
堂
『
学
問
源
流
』
に
は
「
仁
斎
父
子
ノ
首
肯
、
明
ノ
外
廷
翰
ノ
見
識
二
本
ヅ
キ
、
却
テ
呉
下
翰
ノ
学
ヲ
人
ニ
ハ
不
説
。
呉
薬
量
甕
記

ア
リ
、
略
記
ア
リ
、
随
筆
ア
リ
、
思
出
タ
ル
コ
ト
、
斜
掛
タ
ル
コ
ト
ヲ
時
時
書
シ
ル
シ
、
甕
二
秘
画
タ
ル
が
甕
記
、
檀
二
画
集
メ
タ
ル
が

檀
記
ナ
リ
ト
聴
手
ノ
標
題
ナ
リ
、
其
自
序
二
見
ヘ
タ
リ
、
丹
油
糧
、
霜
野
絵
編
ノ
富
博
ニ
モ
非
ズ
、
却
テ
更
二
吉
斎
漫
録
上
下
ノ
巻
ア
リ
、

全
篇
経
義
語
録
二
就
テ
、
識
見
ヲ
発
明
ス
、
仁
斎
東
涯
ノ
学
ノ
淵
源
ナ
リ
。
」
と
あ
る
。
　
そ
の
他
、
大
田
錦
城
『
九
経
談
』
巻
一
に
も

「
我
が
邦
、
古
学
を
唱
う
る
は
、
伊
藤
仁
斎
先
生
を
以
て
祖
師
と
為
す
。
…
…
唯
、
其
の
学
は
半
ば
席
門
翰
吉
言
漫
録
よ
り
出
ず
。
」
と
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あ
る
。
太
宰
春
台
、
尾
藤
二
洲
、
那
波
魯
堂
、
大
田
錦
城
い
ず
れ
も
仁
斎
の
学
問
は
呉
廷
翰
か
ら
出
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
三
三
瓶
山
『
瓶
山
先
生
原
学
際
』
な
ど
は
仁
斎
が
絶
戸
翰
の
説
を
剰
窃
し
て
用
い
た
と
疑
っ
て
い
る
。
彼
は
言
う
、

　
　
近
来
、
伊
藤
維
槙
、
号
は
仁
斎
な
る
者
有
り
、
実
に
海
内
の
英
傑
な
り
。
而
し
て
、
其
の
古
に
見
る
所
有
り
て
、
盛
ん
に
居
敬
窮
理

　
　
の
学
を
排
す
、
壮
と
謂
う
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
余
、
之
を
疑
う
。
其
れ
、
見
を
起
す
や
、
必
ず
呉
々
よ
り
萌
役
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
ひ
と
り
山
県
周
南
の
み
が
衆
議
を
排
し
、
「
是
を
以
て
仁
斎
を
黙
る
は
謳
な
り
。
」
と
考
え
て
い
る
。

　
山
県
甲
南
の
こ
う
い
つ
た
説
は
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
い
か
に
も
孤
軍
奮
闘
の
感
を
免
れ
な
い
が
、
現
代
で
は
多
く
の
学
者
が
山
県
の

説
に
賛
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
竹
内
松
治
は
著
書
『
伊
藤
仁
斎
』
の
中
で
、
ま
た
安
井
小
太
郎
は
、
『
論
語
古
義
』
解
題
の
中
で
、
井
上
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

次
郎
は
著
書
『
日
本
古
学
派
の
哲
学
』
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
仁
斎
の
思
想
は
呉
亀
戸
か
ら
出
て
い
る
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
仁
斎
の
門
人
中
江
眠
山
は
宝
永
六
年
、
即
ち
仁
斎
の
死
の
四
年
後
に
刊
行
し
た
『
理
気
弁
論
』
の
中
で
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

『
吉
斎
漫
録
』
の
中
の
四
つ
の
話
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
井
上
哲
次
郎
も
仁
斎
の
「
人
物
性
行
」
か

ら
、
他
人
の
説
を
剰
窃
し
て
自
ら
の
結
論
と
す
る
は
ず
が
な
い
、
と
し
か
説
明
で
き
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
井
上
哲
次
郎
の
説
に
対
し
て
、
三
宅
正
彦
氏
は
文
章
を
草
し
て
そ
の
不
確
実
さ
を
糾
し
て
い
る
が
、
ま
た
一
方
で
は
、
彼
は
版
本
の
問

題
か
ら
切
り
込
ん
で
、
『
吉
斎
漫
録
』
の
最
初
の
刊
行
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
で
あ
り
、
仁
斎
が
没
し
て
か
ら
十
九
年
後
の
こ
と
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
『
吉
斎
漫
録
』
が
世
に
流
布
し
た
の
は
、
仁
斎
の
死
後
五
十
年
が
経
過
し
た
十
八
世
紀
後
半
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
し
か
し
『
胆
気
弁
論
』
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
刊
行
で
あ
り
、
仁
斎
の
没
後
わ
ず
か
四
年
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
よ
っ
て

三
宅
正
彦
氏
も
仁
斎
が
『
吉
斎
漫
録
』
を
読
ん
で
い
な
い
と
は
断
定
で
き
て
い
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
仁
斎
は
結
局
の
と
こ
ろ
『
吉
斎
漫
録
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
恐
ら
く
確
実
な
答
え
を
得
る
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
た
だ
私
は
、
仁
斎
の
門
人
、
中
江
暗
紅
が
『
理
気
弁
論
』
の
中
に
明
ら
か
に
『
吉
斎
漫
録
』
の
文
を
引

用
し
て
い
る
以
上
、
当
時
『
吉
斎
漫
録
』
は
未
刊
行
で
あ
り
、
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
も
わ
ず
か
数
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

『
吉
斎
漫
録
』
は
間
違
い
な
く
古
学
派
の
儒
者
の
手
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
『
吉
斎
漫
録
』
の
冒
頭
に
は
「
萬
暦
丁
亥
、
進
士

男
心
國
寅
、
刻
す
」
と
題
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
一
五
八
七
年
の
こ
と
で
、
仁
斎
が
古
学
を
提
唱
す
る
七
十
何
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
仁
斎
が
『
吉
倉
漫
録
』
を
手
に
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
仁
斎
の
弁
護
を
し
た
山
県
周
南
で
す
ら
も
こ
う
言
っ

一
5
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て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
さ
き
に
、
東
都
に
在
り
、
或
い
は
言
う
者
あ
り
、
仁
斎
先
生
は
学
を
侶
う
る
に
、
本
、
暑
中
の
書
有
り
、
諸
弟
子
輩
は
与
か
り
見
る
，

　
　
こ
と
を
得
ず
。
曰
く
吉
斎
漫
録
、
曰
く
旧
記
、
曰
く
蓼
藍
。
（
先
哲
叢
談
、
巻
七
）

　
当
時
す
で
に
仁
斎
が
こ
の
書
物
を
持
っ
て
い
る
と
の
伝
聞
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貝
原
益
軒
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）

　
，
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
京
都
を
訪
れ
た
際
、
朱
子
学
の
衰
退
を
目
撃
し
、
当
時
の
学
風
が
古
学
に
一
変
し
た
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
。

　
　
洛
下
の
儒
術
、
准
、
年
を
逐
い
衰
廃
す
、
未
だ
好
学
尊
道
の
人
有
る
を
聞
か
ず
。
間
々
、
義
理
の
学
を
談
ず
る
者
あ
り
、
之
を
悪
む

　
　
こ
と
仇
敵
の
如
し
…
…
夫
れ
、
京
師
の
風
俗
澆
滴
す
る
こ
と
、
此
の
如
し
。
勝
げ
て
歎
く
ぺ
け
ん
や
。
（
王
氏
に
酬
う
る
書
、
延
宝

　
　
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
益
軒
は
九
州
に
戻
り
、
五
年
た
っ
て
『
吉
斎
漫
録
』
を
入
手
し
、
三
身
、
四
丁
し
て
、
思
索
す
る
こ
と
十
数
年
、
元
禄
十
三
、
四
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

（
一

ｵ
〇
〇
、
一
七
〇
一
）
に
は
仁
斎
の
学
説
に
対
す
る
関
心
が
俄
に
増
し
、
同
十
四
年
、
仁
斎
の
『
大
学
定
本
』
を
読
む
。
翌
年
、
仁
斎

の
学
問
を
批
評
し
た
書
物
『
童
子
問
耳
語
』
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
吉
斎
漫
録
』
は
享
保
九
年
の
刊
行
を
待
た
ず
と
も

入
手
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
中
国
か
ら
数
部
し
か
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
刊
行
の
前
に
す
で
に

か
な
り
の
程
度
流
布
し
て
い
た
。
よ
っ
て
仁
斎
も
『
吉
斎
漫
録
』
を
持
っ
て
お
り
、
し
か
も
あ
る
程
度
の
影
響
を
う
け
て
い
た
と
考
え
る

の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
く
ば
江
戸
の
諸
々
が
こ
ぞ
っ
て
呉
廷
翰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
う
は
ず
も
な
い
し
、
貝
原
益
軒
が
古

学
が
栄
え
朱
子
学
が
衰
微
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
『
吉
斎
漫
録
』
の
研
究
に
専
心
し
、
十
数
年
後
に
文
を
成
し
て
仁
斎
を
批
評
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
仁
斎
が
『
吉
斎
漫
録
』
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
は
言
い
難
い
。

一
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二
、
包
括
的
検
証

　
『
吉
斎
漫
録
』
の
＝
元
気
」
の
宇
宙
観
は
伊
藤
仁
斎
に
影
響
を
与
え
た
が
、
同
書
に
は
宋
儒
に
対
す
る
反
省
も
見
ら
れ
、
ま
た
『
檀

記
』
の
中
で
も
経
典
が
そ
の
長
い
流
伝
の
中
で
聖
人
の
意
に
反
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を



加
え
て
根
源
追
求
の
論
証
を
し
て
い
る
。
勘
気
の
哲
学
は
古
義
学
思
想
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
が
、
復
古
尊
孔
も
ま
た
そ
の
重
要
な
主
張

で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
呉
寸
翰
の
『
吉
斎
漫
録
』
『
檀
記
』
『
自
記
』
な
ぜ
の
書
物
は
、
仁
斎
の
孔
子
へ
の
回
帰
思
想
に
と
っ
て
あ
る

啓
示
を
与
え
た
と
言
え
る
と
考
え
る
。
以
下
宇
宙
観
・
鬼
神
観
・
知
行
観
・
論
述
方
法
の
観
点
か
ら
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て

、
（
回

し
く《

一
》
宇
宙
観

　
例
え
ば
、
呉
廷
翰
は
「
気
」
が
宇
宙
萬
物
の
源
で
あ
り
、
渾
然
と
し
て
透
き
間
の
な
い
「
気
」
の
運
動
に
よ
っ
て
宇
宙
の
萬
物
が
生
ま

れ
る
と
し
た
。

　
　
天
地
の
初
め
は
、
一
気
の
み
。
所
謂
道
な
る
者
有
り
て
別
に
一
物
を
為
し
て
、
以
て
其
の
間
に
並
出
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
気
の
混

　
　
倫
は
、
天
地
万
物
の
祖
た
り
。
…
…
其
の
分
か
る
る
に
及
び
て
や
、
軽
清
な
る
者
は
敷
施
し
て
発
散
し
、
重
濁
な
る
者
は
翁
嫁
し
て

　
　
凝
結
す
。
故
に
之
を
陰
陽
と
謂
う
。
陰
陽
既
に
分
か
れ
、
両
儀
、
四
象
、
五
行
、
四
時
、
万
化
、
万
事
皆
此
に
由
り
て
出
づ
。
故
に

　
　
之
を
道
と
謂
う
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
上
）

　
こ
の
点
に
つ
い
て
仁
斎
も
ま
た
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　
　
蓋
し
天
地
の
間
は
、
一
元
気
の
み
。
或
い
は
陰
と
為
り
、
或
い
は
陽
と
為
る
。
両
者
は
只
管
に
両
間
に
盈
虚
消
長
、
往
来
感
応
し
、

　
　
未
だ
嘗
て
止
息
せ
ず
。
此
れ
即
ち
是
れ
天
道
の
全
体
に
し
て
、
自
然
の
気
機
な
り
。
万
化
此
れ
よ
り
出
で
、
品
彙
此
れ
に
由
り
て

　
　
生
ず
。

　
呉
廷
翰
は
さ
ら
に
道
を
気
の
中
に
括
り
、
気
と
道
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
よ
っ
て
彼
は
「
所
謂
道
な
る
者
あ
り
て
、
別

に
一
物
と
為
す
に
非
ず
。
」
（
雲
斎
漫
録
、
巻
上
）
と
言
う
。
天
道
と
は
陰
陽
で
あ
り
、
一
気
で
あ
り
、
即
ち
中
庸
に
言
う
「
詩
に
云
う
、

『
惟
れ
天
の
命
、
あ
あ
穆
と
し
て
已
ま
ず
』
と
。
蓋
し
天
の
天
為
る
所
以
を
日
う
な
り
。
」
で
あ
る
。

　
　
蓋
し
上
天
の
事
は
、
只
だ
湿
れ
気
な
り
。
理
は
即
ち
気
の
條
理
、
用
は
即
ち
気
の
妙
用
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
上
）

　
　
陰
陽
は
即
ち
道
な
り
。
蓋
し
気
の
其
の
理
を
得
る
を
指
し
て
言
う
。
運
行
発
育
は
、
皆
猛
れ
物
な
り
。
（
同
右
）

　
　
天
理
は
即
ち
天
の
道
、
天
道
は
即
ち
元
亨
利
貞
、
即
ち
陰
陽
な
り
。
陰
陽
は
即
ち
一
気
、
一
気
は
即
ち
所
謂
「
あ
あ
穆
と
し
て
已
ま
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ざ
る
」
者
な
り
。
…
…
天
の
天
た
る
所
以
の
者
は
此
に
在
り
。
天
理
に
非
ず
や
。
（
同
右
）

　
仁
斎
は
天
道
を
「
流
行
」
と
「
対
待
」
と
に
分
け
た
。

　
　
天
道
に
流
行
有
り
、
対
待
有
り
。
易
に
曰
く
、
一
陰
一
陽
之
を
道
と
謂
う
。
此
れ
流
行
を
以
て
言
う
。
天
の
道
を
立
つ
を
陰
と
陽
と

　
　
習
う
。
此
れ
対
塁
を
以
て
言
う
。
其
の
実
は
一
な
り
。
流
行
な
る
者
は
、
一
位
一
陽
往
来
し
て
已
ま
ざ
る
の
謂
な
り
。
対
待
な
る
者

　
　
は
、
天
地
日
月
山
川
水
火
よ
り
、
以
て
昼
夜
の
愚
闇
・
寒
暑
の
往
来
に
至
る
ま
で
、
童
言
有
ら
ざ
る
無
し
。
是
れ
対
待
た
り
。
降
れ

　
　
ど
も
三
三
な
る
者
は
、
自
ら
流
行
の
中
に
在
り
、
流
行
の
外
に
又
た
対
待
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
（
語
孟
字
義
、
巻
上
）

　
流
行
と
は
一
気
の
運
行
を
指
し
、
発
墨
と
は
事
物
に
は
必
ず
相
対
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
こ
の
流
行
と
対
待
が
す
な
．

わ
ち
天
道
の
全
体
で
あ
る
。
だ
が
、
「
然
れ
ど
も
対
待
な
る
者
は
、
自
ら
流
行
の
中
に
在
り
、
流
行
の
外
に
又
た
対
待
有
る
に
非
ざ
る
な

り
。
」
。
こ
う
い
つ
た
説
も
ま
た
満
廷
翰
と
同
じ
く
、
道
を
気
の
中
に
括
り
、
道
が
即
ち
気
で
あ
り
、
気
が
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
呉
廷
翰
の
言
う
「
あ
あ
穆
と
し
て
痛
ま
ず
」
の
意
味
は
、
停
止
の
な
い
流
行
で
あ
り
、
天
が
天
た
り
得
る
た
め
の
道
理
で
あ
る
し
、

「
対
待
」
（
相
対
）
と
い
う
観
念
は
『
吉
斎
漫
録
』
の
中
に
も
見
え
る

　
　
夫
れ
陽
の
必
ず
陰
有
り
、
昼
の
必
ず
夜
有
り
、
暑
の
必
ず
寒
有
り
、
中
国
の
必
ず
夷
独
有
り
、
君
子
の
必
ず
小
人
有
れ
ば
、
則
ち
天

　
　
理
に
必
ず
人
欲
有
り
、
善
に
必
ず
悪
有
る
も
、
亦
た
明
な
り
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
上
）

　
仁
斎
の
言
う
流
行
も
ま
た
「
あ
あ
穆
と
し
て
已
ま
ず
」
と
い
う
言
葉
で
天
道
の
天
道
た
る
所
以
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　
維
だ
天
の
命
、
あ
あ
穆
と
し
て
已
ま
ず
と
は
、
主
宰
を
以
て
言
う
。
流
行
は
猶
お
人
の
動
作
威
儀
有
る
が
ご
と
し
。
主
宰
は
猶
お
人

　
　
の
心
確
智
慮
有
る
が
ご
と
し
。
其
の
実
は
一
理
な
り
。
然
れ
ど
も
天
道
の
天
道
た
る
所
以
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
専
ら
に
主
宰
を
以
て

　
　
し
て
言
う
。
書
経
・
易
象
・
孔
子
の
所
謂
天
道
な
る
者
が
是
れ
な
り
。
（
語
孟
字
義
、
巻
上
）

　
呉
至
上
は
ま
た
「
そ
れ
、
道
を
論
ず
る
書
は
、
易
を
以
て
宗
と
な
し
て
、
孔
子
を
以
て
準
と
為
す
と
言
う
。
」
（
置
忘
漫
録
、
巻
上
）
と

い
う
。
『
語
孟
字
義
』
の
中
の
天
道
を
論
じ
る
章
七
条
の
う
ち
四
条
が
、
易
経
の
言
葉
を
使
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
呉
亡
魂
の
気
一
元
論
の
宇
宙
観
は
基
本
的
に
は
宋
以
来
の
理
・
心
本
体
論
の
宇
宙
観
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
仁
斎
も
ま
た
気
一
元

論
を
以
て
朱
子
学
に
反
対
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
呉
廷
翰
は
王
陽
明
の
説
に
基
づ
い
て
、
朱
子
学
に
反
駁
す
る
一
方
で
逆
に
朱
子
の
言
葉

を
引
用
し
て
、
陽
明
心
性
説
の
不
当
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
井
上
哲
次
郎
が
「
朱
子
学
派
は
其
中
に
尚
ほ
幾
多
の
分
派

［
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あ
る
に
拘
ら
ず
洵
に
単
調
な
り
「
ホ
モ
ヂ
ニ
オ
ス
」
な
り
、
朱
子
の
学
説
を
叙
述
若
し
く
は
敷
戸
す
る
の
外
画
た
な
す
所
な
き
な
り
、
若

し
大
胆
に
朱
子
の
学
説
を
批
評
し
、
若
し
く
は
其
れ
以
外
に
自
己
の
創
見
を
開
く
が
如
き
態
度
に
出
つ
と
せ
ば
、
最
早
朱
子
学
派
の
人
に

あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
）
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
学
問
の
基
本
的
立
場
を
変
更
し
な
い
限
り
は
思
想
の
飛
躍
的

発
展
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
仁
斎
は
も
と
も
と
朱
子
学
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
朱
子
学
を
批
判
し
、
学
問
の
立
場
を
一
転
し
て
、
原
典
回
帰
を
唱
え
た
が
、

結
局
ま
た
朱
子
の
学
問
と
思
想
の
立
脚
点
で
あ
る
四
書
学
の
枠
組
か
ら
完
全
に
自
由
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

言
え
ば
、
両
者
は
い
ず
れ
も
同
士
理
学
の
範
囲
の
中
で
宋
明
理
学
に
反
対
し
た
こ
と
に
な
り
、
仁
斎
の
孔
子
回
帰
は
徹
底
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
『
論
語
』
は
基
本
的
に
理
気
の
問
題
に
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
仁

斎
が
呉
廷
翰
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

《
二
》
鬼
神
観

　
ま
た
、
鬼
神
卜
笠
に
つ
い
て
の
論
及
で
は
、
呉
廷
翰
は
ま
ず
鬼
神
を
一
気
の
中
に
包
括
し
た
。

　
　
天
の
善
に
福
し
淫
に
禍
し
以
て
天
理
を
為
す
は
、
蓋
し
気
の
変
化
霊
妙
の
以
て
之
れ
を
為
す
有
り
て
、
其
の
理
を
得
る
の
み
。
若
し

　
　
理
、
も
と
為
す
無
し
と
謂
え
ば
、
則
ち
焉
く
ん
ぞ
能
く
之
れ
が
禍
福
を
為
さ
ん
や
。
鬼
神
の
説
は
正
に
此
く
の
ご
と
し
。
一
気
に
し

　
　
て
屈
伸
往
来
し
、
理
に
非
ざ
る
莫
き
な
り
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
上
）

　
『
甕
記
』
巻
下
「
鬼
神
章
」
に
於
い
て
彼
は
「
こ
れ
を
見
れ
ど
も
見
え
ず
、
こ
れ
を
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ざ
る
は
鬼
神
な
り
。
」
と
い
う

定
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
呉
呉
翰
は
王
子
衡
の
言
葉
を
引
き
、
形
が
あ
り
そ
れ
が
人
間
の
そ
れ
と
は
異
な
る
者
は
鬼
神
で
は
な
い
、
あ
ま

り
見
か
け
な
い
た
め
に
誤
っ
て
鬼
神
と
さ
れ
る
の
だ
と
明
快
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
之
れ
を
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
之
を
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ざ
る
は
、
鬼
神
な
り
。
故
に
高
見
す
る
所
有
れ
ば
、
必
ず
物
に
附
い
て
論
わ
れ
、

　
　
即
ち
鬼
神
に
非
ざ
る
な
り
。
王
子
衡
曰
く
、
「
山
都
木
鐸
、
魑
魅
魍
魎
と
猿
狐
の
精
と
は
、
皆
形
体
有
り
。
人
と
差
異
あ
れ
ば
、
世

　
　
皆
此
れ
を
以
て
鬼
と
為
す
。
…
…
人
多
見
せ
ず
し
て
、
遂
に
以
て
鬼
神
と
為
す
は
、
誤
れ
り
。
」
と
。
此
の
説
甚
だ
明
ら
か
に
し
て
、

　
　
以
て
世
俗
の
惑
を
破
る
に
足
る
。
（
甕
記
、
巻
下
）
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だ
が
、
呉
廷
翰
は
鬼
神
の
存
在
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
で
は
何
を
以
て
鬼
神
と
す
る
の
か
。
彼
は
子
産
が
田
町
侯
に
答
え
た
言
葉
を
引

用
し
、
山
川
、
日
月
、
星
辰
は
神
格
を
持
つ
が
、
夕
霜
、
風
雨
、
そ
し
て
雷
は
い
ず
れ
も
陰
陽
自
然
の
変
化
で
あ
り
、
自
然
の
変
化
が
甚

だ
し
い
場
合
は
災
害
と
な
る
、
と
述
べ
る
。

　
　
叔
向
問
う
、
「
藩
侯
、
卜
人
は
實
前
帯
胎
を
以
て
崇
と
為
す
と
云
う
。
」
と
。
子
産
曰
く
「
山
川
の
神
は
、
水
国
属
疫
の
災
あ
れ
ば
則

　
　
ち
此
を
崇
め
、
日
月
星
辰
の
神
は
、
雪
霜
風
雨
の
時
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
此
を
崇
む
。
君
が
ご
と
き
は
、
則
ち
出
入
、
飲
食
、
哀
楽
の

　
　
事
な
り
。
山
川
星
辰
の
神
何
ぞ
与
か
ら
ん
や
。
」
と
。
其
の
言
是
な
り
。
（
甕
記
、
巻
下
）

　
さ
ら
に
孔
子
の
「
迅
雷
三
聖
に
は
必
ら
ず
変
ず
」
と
い
う
言
葉
（
論
語
・
郷
党
）
を
引
い
て
そ
の
証
明
と
し
た
（
墨
型
、
巻
下
、
雷
説
）
。
唱

こ
れ
は
天
意
で
も
な
く
、
ま
た
人
の
意
志
で
変
え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
人
が
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
雲
量

卜
笠
の
術
が
存
在
す
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
玉
壷
翰
は
そ
の
理
由
を
『
叢
記
』
巻
下
「
雲
章
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
後
世
、
此
れ
に
縁
り
て
、
之
に
付
会
す
れ
ば
即
ち
避
寒
の
術
の
由
り
て
起
こ
る
所
な
り
」
ま
た
「
学
術
明
ら
か
な
ら
ざ
る
に
因
り
て
、

淫
邪
を
事
と
す
る
者
有
る
こ
と
多
し
」
。
ゆ
え
に
孔
子
の
時
代
に
至
っ
て
孔
子
は
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
と
い
う
態
度
を
取
っ
た
。
卜

笠
に
つ
い
て
は
、
呉
反
磁
は
三
代
の
聖
人
は
皆
「
蓋
し
人
事
已
に
尽
く
し
て
疑
い
有
り
。
然
る
後
断
ず
る
に
鬼
神
を
以
て
す
」
（
檀
記
、

巻
上
、
卜
）
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
ば
「
疑
い
有
れ
ば
、
正
に
聖
人
敢
え
て
、
自
ら
至
公
無
私
と
謂
わ
ず
し
て
、
卜
笠
に

決
し
て
、
以
て
そ
の
疑
い
を
定
む
」
（
同
右
）
。
ま
た
彼
は
時
代
を
区
分
し
て
、
武
王
が
洛
に
於
い
て
都
を
占
っ
た
こ
と
、
周
公
が
洛
に
営

す
る
を
占
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
三
代
の
聖
人
が
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
孔
子
の
時
代
に
は
「
卜
法
主
お
行
わ
れ
て
、
又
、
洪
範
の

術
有
り
」
（
同
右
）
で
あ
る
か
ら
、
孔
子
は
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
と
し
た
。

　
　
仁
斎
も
ま
た
鬼
神
を
陰
陽
一
気
の
中
に
包
括
し
、
さ
ら
に
鬼
神
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　
　
鬼
神
な
る
者
は
、
凡
そ
天
地
山
川
宗
廟
五
罪
の
神
、
及
び
一
切
の
神
霊
の
能
く
人
に
禍
福
を
為
す
者
有
れ
ば
、
皆
労
れ
を
鬼
神
と
謂

　
　
う
な
り
。
…
…
然
れ
ど
も
天
地
の
問
、
陰
陽
を
外
に
し
て
所
謂
鬼
神
な
る
者
有
る
こ
と
能
わ
ず
。
（
語
孟
字
義
、
巻
下
）

　
こ
の
「
神
」
「
神
霊
」
と
い
う
語
か
ら
見
て
、
仁
斎
は
呉
廷
翰
と
同
様
、
鬼
神
と
「
具
体
的
」
事
物
と
を
対
照
し
な
が
ら
立
論
し
、
そ

れ
が
形
象
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　
三
代
の
聖
王
の
治
世
で
は
何
故
に
鬼
神
を
崇
め
、
卜
笠
を
信
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
蓋
し
三
代
の
聖
王
の
天
下
を
治
む
る
や
、
民
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の
好
む
所
を
好
み
、
民
の
信
ず
る
所
を
信
じ
、
以
て
天
下
の
心
を
以
て
心
と
為
し
て
、
未
だ
嘗
て
聡
明
を
以
て
天
下
に
先
ん
ぜ
ず
。
故
に

民
の
鬼
神
を
崇
む
れ
ば
、
則
ち
蒙
れ
を
崇
め
、
民
の
ト
笠
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
坐
れ
を
信
ず
。
」
（
語
勢
字
義
、
巻
下
）
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
と
し
、
こ
の
論
調
は
呉
廷
翰
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
仁
斎
は
同
時
に
孔
子
が
ト
笠
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘

し
、
孔
子
以
前
に
な
ぜ
語
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
「
学
問
、
未
だ
閲
か
れ
ず
」
（
照
察
字
義
、
巻
下
）
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
し
た
。
こ
の

説
も
呉
廷
翰
の
そ
れ
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
三
笠
の
説
、
世
俗
の
多
く
悦
ぶ
と
こ
ろ
に
し
て
、
甚
だ
義
理
に
害
あ
り
。
故
に
語
孟
の
二
書
、
い
ま
だ
か
つ
て
ト
笠
を
言
う
者
有
ら

　
　
ず
。
…
…
故
に
愚
か
つ
て
謂
え
ら
く
、
三
代
の
時
は
、
教
法
い
ま
だ
立
た
ず
、
学
問
い
ま
だ
惹
け
ず
、
直
だ
孔
子
に
至
っ
て
、
初
め

　
　
て
輯
新
開
降
す
。
…
…
故
に
三
代
以
前
の
書
は
、
當
に
三
代
以
前
の
説
を
以
て
之
を
求
む
べ
し
。
而
し
て
孔
孟
の
書
は
、
當
に
孔
孟

　
　
の
旨
を
以
て
之
を
解
す
べ
し
。
（
語
孟
字
義
、
巻
下
）

　
　
孔
子
の
古
を
好
み
て
敏
究
す
る
を
以
て
、
山
豆
に
知
ら
ず
し
て
其
の
法
を
易
に
存
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
蓋
し
其
の
時
、
卜
当
鉦
お

　
　
行
わ
る
、
而
る
に
又
た
洪
範
の
衛
有
り
。
故
に
孔
子
言
わ
ず
。
（
檀
記
、
巻
上
）

　
さ
ら
に
仁
斎
は
孔
子
が
な
ぜ
ト
笠
に
つ
い
て
語
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
り
、

　
　
按
ず
る
に
、
夫
子
鬼
神
を
論
ず
る
の
説
、
魯
論
に
載
せ
る
者
、
才
か
に
数
章
の
み
。
此
れ
皆
聖
人
の
深
く
人
の
力
を
人
道
に
務
め
ず

　
　
し
て
、
或
い
は
鬼
神
の
知
る
べ
か
ら
ざ
る
に
惑
え
る
を
恐
れ
て
写
れ
を
言
う
を
見
る
な
り
。
（
語
孟
字
義
、
巻
下
）

　
こ
の
こ
と
か
ら
孔
子
の
地
位
を
三
代
の
聖
人
よ
り
も
上
に
置
い
て
い
る
。
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《
三
》
知
行
観

仁
斎
の
「
大
学
は
孔
氏
の
遺
書
に
非
ざ
る
の
弁
」
は
あ
る
程
度
呉
漂
着
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
認
識
論
に
於

い
て
翁
忌
翰
は
最
も
基
本
的
な
認
知
の
対
象
は
、
客
観
的
に
存
在
す
る
外
界
の
事
物
か
ら
得
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
　
夫
れ
物
の
理
は
心
に
在
り
、
物
は
猶
お
外
に
在
り
。
物
の
理
は
則
ち
心
の
理
、
心
の
物
は
則
ち
物
の
物
な
り
。

　
　
万
物
皆
我
に
備
わ
り
て
、
天
下
に
性
外
の
物
無
し
。
故
に
物
の
理
を
求
む
れ
ば
、
即
ち
其
の
心
の
理
あ
り
。
心
の
物
を
求
む
る
は
、

　
　
豊
に
物
の
物
に
三
つ
る
有
ら
ん
や
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）



　
つ
ま
り
、
知
識
の
獲
得
は
物
に
知
を
求
め
、
理
を
求
め
て
こ
そ
真
知
と
な
る
の
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
空
知
に
流
れ
て
し
ま
う
。

　
　
格
物
は
只
だ
是
れ
物
に
至
る
な
り
。
蓋
し
吾
の
知
、
若
し
物
に
至
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
早
れ
空
知
な
り
。
人
に
個
の
甚
を
知
る
を
教
う

　
　
る
や
。
正
に
是
れ
一
個
の
知
有
り
、
須
ら
く
個
の
物
有
る
べ
し
。
（
吉
事
漫
録
、
巻
下
）

　
し
か
も
物
を
理
解
し
て
知
を
求
め
て
こ
そ
、
人
々
は
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た
ら
い
い
の
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
但
だ
理
の
字
は
虚
、
物
の
字
は
実
な
り
。
物
と
言
わ
ず
し
て
理
と
言
え
ば
、
則
ち
致
知
工
夫
に
猶
お
着
落
無
し
。
此
の
『
大
学
』
の

　
　
教
え
は
、
人
を
し
て
実
よ
り
手
を
下
さ
し
む
る
所
以
の
処
な
り
。
故
に
特
地
に
此
の
二
字
を
立
て
て
、
以
て
致
知
の
則
と
為
す
な
り
。

　
　
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）

　
呉
廷
翰
に
よ
れ
ば
も
し
王
陽
明
の
言
う
よ
う
に
「
物
の
理
は
心
に
在
り
、
當
に
外
に
求
む
べ
か
ら
ず
」
で
あ
る
の
な
ら
、
と
り
つ
く
し

ま
が
な
い
し
、
ま
し
て
理
は
一
つ
で
も
、
物
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
格
物
が
知
識
と
し
て
理
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ

る
と
し
た
ら
、
千
変
万
化
の
変
化
を
察
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

　
　
夫
れ
格
物
も
し
一
理
を
求
む
れ
ば
、
豊
に
簡
易
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
萬
殊
な
れ
ば
、
一
理
の
変
動
も
亦
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

　
　
る
な
り
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）

　
よ
っ
て
『
大
学
』
に
は
八
期
目
が
あ
り
、
か
つ
格
物
を
第
一
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
方
法
を
つ
か
ん
で
か
ら
徐
々
に
前
進
す

る
と
い
う
意
味
に
他
な
ら
な
い
。

　
ゆ
え
に
呉
廷
翰
は
、
「
格
物
」
の
「
格
」
の
字
を
「
至
」
と
解
釈
し
、
王
陽
明
が
「
正
」
の
意
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
反
対
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
も
し
陽
明
の
言
う
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
矛
盾
も
あ
る
し
、
『
大
学
』
八
条
目
の
順
序
に
も
符
合
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
．

　
　
今
の
学
、
格
物
を
物
を
正
す
と
為
す
は
是
れ
舛
説
な
り
。
夫
れ
人
、
学
を
為
す
の
始
め
に
挙
り
て
は
、
知
尚
お
未
だ
致
ら
ず
、
何
に

　
　
従
り
て
物
の
正
と
不
正
と
を
知
ら
ん
や
。
子
忌
お
未
だ
誠
な
ら
ず
し
て
、
其
の
物
を
正
す
と
為
す
は
乃
ち
妄
為
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。

　
　
心
尚
お
未
だ
正
し
か
ら
ず
し
て
、
正
し
か
ら
ざ
る
の
心
を
以
て
、
物
を
正
さ
ん
と
欲
せ
ん
か
。
…
…
「
大
学
」
の
教
、
格
物
は
乃
ち

　
　
功
を
全
う
る
の
始
め
な
り
。
以
て
次
い
で
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
に
及
ぶ
其
の
工
夫
は
都
て
後
に
在
り
。
物
を
正
す
の
説
の

　
　
如
き
は
即
ち
必
ず
須
く
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
の
一
切
を
将
て
都
て
格
物
の
前
に
在
る
べ
し
。
然
る
後
、
乃
ち
通
ず
べ
き
な
り
。

　
　
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）
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呉
廷
翰
は
つ
い
で
経
書
流
伝
の
弊
害
を
指
摘
し
た
。
即
ち
、
『
古
本
大
学
』
の
間
違
い
を
も
っ
て
王
陽
明
の
誤
り
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
蓋
し
、
先
儒
格
物
の
訓
に
従
わ
ず
、
徒
だ
良
知
を
致
す
を
以
て
説
と
為
し
、
『
古
本
大
学
』
の
錯
簡
有
る
を
知
ら
ず
し
て
、
一
切
穿

　
　
墾
し
て
以
て
其
の
胸
臆
の
私
を
行
い
、
其
の
牙
頬
の
弁
を
呈
す
、
其
の
虚
妄
た
る
こ
と
甚
し
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）

　
最
終
的
な
結
論
は
、
王
陽
明
の
致
良
知
の
説
は
仏
教
や
道
教
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
異
教
の
心
を
説
く
、
山
斗
に
玄
妙
な
ら
ず
や
。
但
だ
一
切
を
心
に
求
め
、
其
の
天
下
の
物
に
於
け
る
、
皆
以
て
粗
跡
煩
細
と
為
し
、
遂

　
　
に
爾
れ
弾
薬
厭
棄
す
…
…
故
に
只
だ
懸
空
に
一
個
の
虚
妄
の
道
理
を
想
出
し
、
反
て
以
て
真
と
な
す
。
今
日
、
良
知
を
致
す
の
説
、

　
　
何
を
以
て
此
に
異
な
ら
ん
や
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）

　
ま
た
、
王
陽
明
の
「
知
行
合
＝
の
説
に
つ
い
て
呉
廷
翰
は
、
知
が
先
で
行
は
後
で
あ
り
、
知
と
行
と
は
等
し
く
は
な
い
、
ま
た
知
の

後
に
必
ず
行
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
「
知
行
合
一
」
の
説
は
王
学
派
の
学
者
が
知
り
な
が
ら
行
わ
な
い
過
ち
を
隠
す
た
め
に
提
唱

し
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
た
。

　
　
知
行
は
常
に
一
庭
に
在
り
て
、
自
ら
先
後
有
り
。
…
…
知
を
致
す
を
以
て
力
行
と
為
す
の
説
を
取
ら
ざ
る
所
の
者
は
、
謂
へ
ら
く
其

　
　
の
一
分
を
知
り
得
ば
鞭
ち
以
て
一
分
を
行
い
得
と
為
し
、
二
分
を
知
り
得
ば
便
ち
以
て
二
分
を
行
い
得
と
為
す
。
其
の
始
め
は
、
行

　
　
を
以
て
知
と
為
し
、
其
の
早
る
る
や
知
を
以
て
行
と
為
さ
ば
、
即
ち
今
日
の
講
ず
る
所
は
全
て
一
字
も
着
落
す
る
無
く
、
其
れ
終
に

　
　
只
だ
一
個
の
虚
偽
を
成
就
す
。
若
し
「
吾
の
質
朴
に
此
に
到
れ
ば
即
ち
質
朴
に
此
に
到
る
」
と
日
は
ば
駆
れ
知
行
合
一
の
説
、
適
に

　
　
以
て
其
の
知
り
て
行
わ
ざ
る
の
過
ち
を
掩
う
に
足
り
、
講
説
論
弁
を
以
て
聖
賢
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
下
）

　
最
後
に
呉
廷
翰
は
聖
人
の
学
は
経
緯
縦
横
し
錯
綜
複
雑
し
て
お
り
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
主
張
し
た
。
よ
っ
て
『
大
学
』
と

『
中
庸
』
を
結
合
さ
せ
て
こ
そ
聖
人
の
学
に
対
し
て
全
体
的
な
認
識
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
『
中
庸
』
を
以
て
『
大
学
』
を
疑
っ
て
は

な
ら
な
い
と
し
た
。

　
　
大
学
、
格
物
よ
り
以
て
修
身
に
至
る
は
乃
ち
自
然
の
序
な
り
。
順
に
し
て
之
を
施
す
は
経
な
り
。
横
ざ
ま
に
し
て
之
を
貫
く
は
緯
な

　
　
り
。
山
豆
に
中
庸
の
是
に
因
り
て
大
学
の
非
を
疑
う
空
け
ん
や
。
（
吉
斎
漫
録
、
巻
上
）

　
知
行
に
つ
い
て
、
仁
斎
は
『
語
孟
字
義
』
の
中
で
孟
子
・
壷
心
篇
の
「
骸
提
の
童
も
そ
の
親
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
は
無
し
。
そ
の
長

ず
る
に
及
ぶ
や
、
そ
の
兄
を
敬
す
る
を
知
ら
ざ
る
は
無
し
」
の
文
を
引
き
、
良
知
と
良
能
と
を
区
別
し
た
。
愛
や
敬
の
心
は
「
そ
の
親
を

一
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愛
す
る
」
「
そ
の
兄
を
敬
す
る
」
か
ら
発
す
る
一
種
の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
仁
斎
の
良
知
と
良
能
の
区
別
は
、
実
は
知
と
行
の
区
別
で
あ
っ

た
。
仁
斎
は
陽
明
を
こ
う
批
判
し
た
。
「
専
ら
良
知
を
致
す
を
務
め
る
の
み
に
し
て
、
良
能
を
号
す
を
遺
る
」
「
知
、
愛
の
二
字
を
連
ね
て

良
知
と
為
す
…
…
豊
に
、
知
の
一
偏
を
失
す
る
に
非
ざ
る
や
」
（
至
聖
字
義
、
巻
上
）
こ
う
い
つ
た
批
判
は
呉
剥
身
が
陽
明
を
、
知
の
み

で
行
が
な
く
、
本
来
知
行
合
一
を
求
め
て
い
た
の
に
結
局
は
聖
人
の
学
を
二
つ
に
し
て
し
ま
い
、
完
壁
を
欠
く
、
と
批
判
し
た
の
と
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
仁
斎
は
最
後
に
王
氏
の
学
は
仏
教
か
ら
来
て
い
る
と
も
評
し
て
い
る
。

　
　
王
氏
の
学
、
蓋
し
浄
二
士
圓
の
宗
旨
よ
り
来
る
。
故
に
此
の
一
偏
の
教
え
を
為
す
。
（
可
能
字
義
、
巻
上
）

　
仁
斎
の
朱
子
学
反
対
の
最
も
大
胆
な
主
張
と
言
え
る
『
大
学
非
主
監
之
遺
書
弁
』
の
中
に
も
呉
廷
翰
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
仁
斎
は
八
条
目
が
順
序
立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
反
対
し
、
道
と
は
即
ち
人
道
で
あ
り
、
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
た
が
、
人
道
と
は
日
常
用
い
て
い
る
事
物
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
認
識
や
学
問
の
対
象
を
具
体
化
し
、
人
々
に
取
り
付

く
場
所
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
か
。
『
大
学
』
に
つ
い
て
、
仁
斎
は
孔
氏
の
書
物
で
は
な
い
と
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
「
聖
人
の
行
う

所
を
記
し
、
聖
人
の
徳
を
美
す
」
の
書
物
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
仁
斎
は
十
の
証
明
を
挙
げ
て
『
大
学
』
が
孔
氏
の

遺
書
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
こ
の
書
物
の
流
伝
の
過
程
に
つ
い
て
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ゆ

　
仁
斎
の
十
の
証
明
の
中
に
は
彼
自
身
の
独
自
の
見
解
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
呉
廷
翰
が
『
耳
蝉
漫
録
』
の
中
で
し
ば
し
ば
八
条
目
を
以

て
陽
明
の
誤
り
を
指
摘
し
、
か
つ
『
大
学
古
本
』
の
信
中
性
を
疑
い
、
さ
ら
に
『
中
庸
』
を
以
て
『
大
学
』
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
仁
斎
に
、
『
大
学
』
に
は
確
か
に
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
観
念
を
植
え
つ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
全
く
あ
り
え
な
い
こ
と
で
も
な
い
。

　
と
は
言
え
、
呉
廷
翰
は
『
大
学
』
八
条
目
の
権
威
性
に
疑
い
を
抱
き
、
「
格
物
致
知
」
の
真
の
概
念
を
明
確
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
と

こ
ろ
が
仁
斎
の
方
は
「
格
物
致
知
」
は
聖
人
の
言
葉
で
は
な
い
と
断
定
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
誠
意
正
心
」
の
使
用
を
否
定
し
、
最
終
的

に
『
大
学
』
は
孔
門
の
書
物
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
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四
》
論
述
方
法

以
上
に
挙
げ
た
宇
宙
観
、

鬼
神
観
、
知
行
観
な
ど
の
例
を
見
て
も
、
仁
斎
が
禁
廷
翰
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
言
う
の
は
難
し
い
。



ま
た
『
吉
斎
漫
録
』
『
前
記
』
『
甕
記
』
と
『
語
孟
字
義
』
を
比
較
す
れ
ば
、
仁
斎
が
華
車
翰
の
書
物
を
先
縦
と
し
、
そ
の
著
述
形
式
や
体

裁
に
微
っ
て
『
語
志
字
義
』
を
著
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
瞭
で
あ
り
、
例
え
ば
呉
廷
翰
は
結
論
を
下
す
際
に
必
ず
孔
子
、
孟
子
の
言
葉

を
以
て
結
論
と
し
て
い
る
。
さ
も
な
く
ば
必
ず
経
書
の
源
流
に
ま
で
棚
っ
て
、
刊
行
に
誤
謬
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
宋
の
儒

者
た
ち
が
経
書
を
聖
人
の
意
で
あ
る
と
誤
解
し
た
の
は
儒
者
の
誤
伝
と
附
会
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
観
点
は
い
ず
れ
も
仁

斎
の
書
物
に
も
見
え
る
。

　
古
義
学
が
す
べ
て
呉
廷
翰
よ
り
出
て
い
る
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
仁
斎
が
呉
玉
翰
の
説
を
基
本
と
し
て
、
宋
儒
、
明
儒
を

疑
う
際
に
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
の
原
文
に
照
ら
し
て
是
非
の
判
断
を
下
し
、
さ
ら
に
自
ら
聖
人
の
「
意
味
血
脈
」
を
追
求
す
る
古
義
学
を

発
展
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
程
度
呉
早
早
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
仁
斎
古
義
学
に
与
え
た
呉
忌
中
の
影
響
を
見
て
き
た
が
、
東
涯
は
そ
の
著
『
讃
詩
要
領
』
の
中
で
仁
斎
の
「
詩
は
活
物
な
り
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

い
う
考
え
が
明
の
儒
者
、
田
汝
成
（
嘉
靖
の
進
士
）
や
藩
論
（
5
7
～
6
2
）
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
田
汝
成
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
文
に
秀
で
、
立
見
陵
派
の
鍾
怪
は
、
明
末
期
の
反
擬
古
主
義
、
反
伝
統
精
神
の
代
表
的
人
物
で
、
鍾
渥
の
思
想
は
古
人
を
知
ら
ん
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

欲
求
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
呉
廷
翰
の
『
蛇
田
』
と
い
う
書
物
は
、
秦
か
ら
明
に
至
る
ま
で
の
経
典
の
長
い
流
伝
の
中
で
、
孔
門

の
真
義
が
保
た
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
易
経
、
書
経
、
詩
経
、
周
礼
、
春
秋
、
孝
経
な
ど
の
書
物
が
聖
人
の
意
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
吉
斎
漫
録
』
に
至
っ
て
は
、
明
ら
か
に
詩
話
に
対
す
る
反
駁
が
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
朝
廷
翰
、
田
湿
田
、
鍾
渥
は
い
ず
れ
も
明
代
の
正
徳
、
嘉
靖
年
間
以
降
の
学
者
で
あ
る
が
、
中
国
で
は
そ
の
時
期
以
降
、
儒

者
の
中
に
は
朱
子
学
と
王
学
の
流
弊
に
対
し
て
、
様
々
な
修
正
を
試
み
た
り
、
更
に
は
理
学
や
心
学
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
を
行
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
も
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
原
典
に
回
帰
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
ち
、
専
ら
心
性
の
学
に
伴
う
弊
害
を
改
め
ん
と
し
た
。
も

し
仁
斎
が
受
け
入
れ
た
の
が
、
す
で
に
修
正
さ
れ
た
部
下
理
学
や
文
学
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
中
国
の
儒
者
た
ち
の
影
響
を
受

け
て
、
原
典
に
回
帰
し
古
の
聖
人
の
学
に
戻
る
よ
う
説
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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〔
注
〕

（
1
）
　
「
仁
書
記
年
譜
」
（
『
伊
藤
仁
斎
』
子
安
宣
邦
著
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
二
年
）
寛
文
二
年
の
條
に
、
「
こ
の
頃
『
論
語
古
義
』
『
孟
子
古
義
』

　
　
を
起
稿
す
る
」
と
あ
る
。

　
　
　
「
山
鹿
素
行
略
年
譜
」
（
『
山
鹿
素
行
全
集
思
想
篇
』
巻
一
廣
瀬
豊
編
纂
　
岩
波
書
店
　
昭
和
1
7
年
）
寛
文
二
年
八
月
十
九
日
四
十
一
歳
の
條
に
、
「
近

　
　
思
録
を
讃
む
、
此
よ
り
宋
学
を
疑
ふ
、
古
学
に
入
る
の
兆
な
り
」
と
あ
る
。

（
2
）
　
仲
尼
は
吾
が
師
な
り
。
凡
そ
学
者
は
須
く
皆
聖
人
を
以
て
自
ら
期
待
せ
ん
こ
と
を
要
む
べ
し
。
後
世
の
儒
者
の
三
板
を
以
て
馳
配
す
べ
か
ら
ず
。
饒

　
　
い
区
々
た
る
議
論
を
し
て
是
當
と
道
い
得
し
む
る
も
、
終
に
事
を
済
さ
ざ
ら
ん
。
（
仁
斎
日
札
）

　
　
　
学
者
は
聖
人
の
言
語
上
に
一
字
も
増
す
べ
か
ら
ず
。
又
一
字
も
減
ず
べ
か
ら
ず
。
語
孟
二
書
の
ご
と
き
は
実
に
天
下
古
今
の
道
理
包
括
し
尽
せ
り
。

　
　
謂
わ
ゆ
る
徹
上
徹
下
な
る
者
是
れ
な
り
。
（
同
右
）

　
　
　
孔
孟
の
学
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
孔
孟
の
書
を
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
荷
も
孔
孟
の
書
を
読
み
で
、
孔
孟
の
血
脈
を
識
ら
ば
天
下
何
れ
の
書

　
　
か
読
む
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
（
大
学
非
孔
氏
之
遺
書
弁
）

　
　
　
夫
れ
孔
子
の
聖
は
舜
よ
り
賢
な
る
遠
き
こ
と
甚
し
。
而
し
て
生
民
有
り
て
よ
り
以
来
、
未
だ
其
の
盛
に
比
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
孟
子
は

　
　
孔
子
を
学
ば
ん
こ
と
を
願
い
で
、
其
の
学
を
得
る
者
な
り
。
若
し
孔
孟
を
し
て
復
た
今
世
に
生
ぜ
し
む
れ
ば
其
の
説
く
所
、
行
う
所
、
語
孟
二
三
に
過

　
　
ぐ
べ
か
ら
ず
。
即
ち
語
孟
二
書
を
舎
き
て
其
れ
何
を
以
て
之
を
能
く
せ
ん
。
（
同
右
）

　
　
　
孔
孟
の
直
指
、
論
、
孟
混
書
に
見
ゆ
る
者
、
柄
と
し
て
丹
青
の
如
く
、
天
下
の
理
を
包
含
し
て
欠
く
る
こ
と
な
く
、
百
家
の
典
を
会
葦
し
て
遺
さ
ず
。

　
　
此
よ
り
出
ず
れ
ば
即
ち
専
属
な
り
。
他
岐
な
り
、
子
、
予
の
意
を
識
ら
ん
と
欲
さ
ば
則
ち
二
百
二
書
を
見
れ
ば
足
る
。
（
童
子
問
、
巻
上
）

　
　
　
天
下
の
理
は
、
語
孟
二
書
に
到
っ
て
尽
く
。
復
た
漸
う
べ
き
無
し
。
疑
う
こ
と
な
か
れ
。
（
同
右
）

　
　
　
先
生
に
学
問
の
家
法
を
問
う
、
曰
く
「
吾
に
家
法
な
し
。
論
語
、
孟
子
の
正
文
に
就
き
て
理
会
す
、
乱
れ
吾
が
家
法
の
み
。
」
と
。
（
童
子
問
、
巻
下
）

（
3
）
　
生
民
よ
り
以
来
、
未
だ
孔
子
よ
り
盛
ん
な
る
も
の
有
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
諸
子
嘗
て
夫
子
に
親
灸
す
る
を
得
て
、
其
の
実
に
群
聖
人
に
度
越
す
る
を

　
　
知
り
て
、
後
、
詞
を
措
く
こ
と
此
く
の
如
し
。
愚
、
断
じ
て
、
論
語
を
以
て
最
上
至
極
宇
宙
第
一
の
書
と
為
す
。
此
れ
が
為
の
故
な
り
。
（
論
語
古
義
、

　
　
総
論
）

　
　
　
論
語
の
道
に
お
け
る
は
乃
ち
食
中
の
嘉
穀
な
り
、
之
を
四
海
に
施
し
て
准
あ
り
、
之
を
万
世
に
伝
え
て
弊
無
し
。
患
う
る
所
は
人
の
知
ら
ざ
る
に
在

　
　
る
の
み
。
（
童
子
問
、
巻
上
）

　
　
　
孟
子
の
書
は
論
語
に
亜
ぎ
て
、
孔
子
の
旨
を
発
明
す
る
者
な
り
。
其
の
言
に
曰
く
「
前
装
の
道
は
孝
悌
の
み
」
と
。
又
、
其
の
知
り
難
く
、
行
い
難

　
　
く
、
高
遠
に
し
て
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
の
語
を
斥
け
て
以
て
邪
説
と
為
し
、
暴
行
と
な
し
、
痛
く
之
を
拒
絶
し
て
専
ら
仁
義
の
旨
を
唱
う
。
蓋
し
、
論
語
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の
義
疏
な
り
。
（
同
右
）

　
学
者
、
孟
子
を
熟
読
せ
ざ
れ
ば
必
ず
論
語
の
義
に
達
す
る
能
わ
ず
。
蓋
し
論
語
の
津
筏
な
り
。
…
…
故
に
孟
子
、
学
者
の
為
め
に
諄
諄
然
と
し
て
、
其
の

義
を
剖
析
し
、
其
の
理
を
閲
明
す
る
こ
と
金
掻
詳
悉
に
し
て
、
復
た
余
薙
な
し
。
故
に
七
篇
の
義
に
通
じ
て
後
、
論
語
の
理
始
め
て
明
ら
か
な
る
べ
し
。

（
同
右
）

（
4
）
　
論
語
の
若
き
は
其
の
語
は
平
淡
に
し
て
、
意
味
深
長
な
り
。
故
に
漢
人
と
錐
も
亦
、
其
の
理
到
り
、
道
到
り
、
広
大
当
世
に
し
て
高
き
こ
と
六
経
の

　
　
上
に
出
つ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
（
童
子
問
、
巻
上
）
，

　
　
　
故
に
語
、
書
痴
書
に
通
じ
て
後
、
以
て
六
経
を
読
む
べ
し
。
否
ら
ざ
れ
ば
即
ち
六
経
を
読
む
と
錐
も
、
荘
と
し
て
津
涯
無
し
。
項
項
た
る
訓
詰
は
以

　
　
て
六
経
を
発
明
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
（
語
孟
字
義
、
巻
下
）

（
5
）
　
呉
全
集
の
思
想
に
つ
い
て
は
岡
田
武
彦
氏
の
論
考
（
『
王
陽
明
と
当
館
の
儒
学
』
第
八
章
・
第
四
節
　
明
徳
出
版
社
　
一
九
七
〇
年
）
及
び
荒
木
見

　
　
悟
氏
「
呉
蘇
原
の
思
想
一
志
肇
祖
論
文
の
批
判
に
よ
せ
て
」
（
『
中
国
思
想
史
の
諸
相
』
中
国
書
店
　
一
九
八
九
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
6
）
　
『
先
哲
叢
談
』
巻
七
、
山
県
周
南
、
第
四
条
。

（
7
）
　
竹
内
松
治
『
伊
藤
仁
斎
』
（
偉
人
史
叢
話
三
巻
）
裳
木
叢
　
明
治
二
九
年
。
安
井
小
太
郎
「
論
語
古
義
解
題
」
（
日
本
名
家
四
書
註
繹
全
書
　
論
語
部

　
　
萱
収
録
）
東
洋
早
書
刊
行
會
　
昭
和
三
年
六
月
三
〇
日
。
井
上
哲
次
郎
『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
富
山
房
　
大
正
一
五
年
五
月
一
日
。

（
8
）
　
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
巻
、
中
江
眠
山
「
男
気
弁
論
」
巻
上
、
頁
八
、
頁
一
五
～
＝
ハ
参
照
。

（
9
）
　
『
日
本
歴
史
』
第
二
二
二
号
、
頁
六
十
一
～
七
十
八
「
伊
藤
仁
斎
と
宋
、
元
、
明
の
儒
書
－
古
義
学
形
成
の
契
機
と
そ
の
特
質
」
を
参
照
。

（
1
0
）
　
『
益
軒
全
集
』
巻
一
「
益
軒
先
生
年
譜
」
頁
二
十
一
を
参
照
。

（
1
1
）
　
当
時
古
学
が
流
行
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
土
佐
の
鈴
木
義
倉
も
仁
斎
学
か
ら
学
問
を
始
め
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
三
、

　
　
鈴
木
貞
斎
『
弁
票
附
説
』
を
参
照
。

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

『
益
軒
全
集
』
巻
一
「
益
軒
先
生
年
譜
」
頁
二
十
一
を
参
照
。

同
右
、
頁
二
十
四
を
参
照
。

貝
原
益
軒
『
玩
古
目
録
』
（
井
上
忠
氏
「
貝
原
益
軒
の
『
童
子
問
批
語
』
に
つ
い
て
」
）
〔
『
九
州
儒
学
思
想
の
研
究
』
頁
一
二
七
収
録
よ
り
引
用
〕

呉
廷
翰
の
『
吉
斎
漫
録
』
『
檀
記
』
『
甕
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
編
鐘
豊
島
』
（
中
華
泰
斗
　
一
九
八
四
年
）
を
使
用
し
た
。

『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
五
巻
、
伊
藤
東
涯
「
讃
詩
要
領
」
頁
十
二
～
十
三
を
参
照
。

鍾
怪
『
詩
蹄
』
序
を
参
照
。

呉
嵩
伯
、
吉
斎
漫
録
を
著
し
宋
学
を
指
斥
す
。
檀
記
・
甕
記
も
亦
た
経
史
を
論
ず
る
者
に
し
て
、
皆
卓
然
の
識
な
り
。
今
、
二
面
を
取
り
て
海
内
に

【
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梓
行
ず
る
も
、
善
本
の
校
す
べ
き
無
き
を
憾
む
な
り
。
唯
だ
君
子
の
刊
溶
す
る
を
経
つ
有
り
と
云
う
。
（
呉
廷
翰
『
甕
記
』
崇
高
堂
主
人
伴
篤
識
、
践
）

（
1
9
）
　
こ
れ
は
三
三
龍
、
銭
謙
益
、
顧
炎
武
、
李
顯
、
湛
甘
泉
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
。

　
　
高
直
龍
「
六
経
皆
聖
人
伝
心
、
明
経
乃
所
以
明
心
、
明
心
門
所
以
明
経
、
明
経
不
明
心
者
俗
学
也
、
明
心
不
明
話
者
異
端
也
」
（
経
義
考
・
巻
二
九
七
）

　
　
銭
謙
益
「
漢
儒
謂
総
勢
経
、
省
画
儒
書
之
講
道
。
聖
人
之
経
、
即
聖
人
之
道
也
。
離
経
而
講
道
、
則
賢
者
高
輪
標
目
、
務
勝
前
人
、
両
面
肖
者
注
洋
自

　
　
　
恣
、
莫
可
窮
詰
」
（
初
学
集
・
巻
二
八
・
＝
二
三
注
疏
序
）

　
　
白
軍
武
「
理
学
之
伝
、
自
軍
君
家
弓
治
、
然
愚
濁
以
為
理
学
之
名
、
自
宋
人
始
有
之
、
古
之
所
謂
理
学
、
経
学
也
、
非
歎
十
年
不
能
通
也
」
（
亭
三
文

　
　
　
集
・
三
三
・
与
施
愚
山
）

　
　
李
顯
「
道
学
即
儒
学
、
三
三
儒
学
之
外
、
別
有
所
謂
道
学
也
」
（
二
曲
全
集
・
巻
十
四
・
屋
答
問
）

　
　
湛
甘
泉
「
聖
人
之
治
掃
墨
一
心
、
聖
人
汚
血
、
見
於
六
経
、
故
学
六
経
者
、
所
以
因
聖
言
以
感
吾
心
而
達
於
政
治
者
也
」
（
経
義
考
・
巻
二
九
七
）
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